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武
道
・
武
術
の
伝
承
活
動
を
取
り
上
げ
る
際
に
は
、
術
技
や
型
を

中
心
に
検
討
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
俄
礼
や
し
き
た

り
、
さ
ら
に
は
稽
古
場
・
道
具
・
衣
装
な
ど
が
主
た
る
対
象
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
。
封
馬
陽
一
郎
氏
は
、
稽

古
場
・
道
具
・
衣
装
・
礼
法
と
い
っ
た
周
辺
的
な
も
の
へ
の
視
座
か

ら
、
古
流
剣
術
の
稽
古
空
間
と
い
う
場
で
の
伝
承
を
観
察
す
る
こ
と

を
試
み
た
数
少
な
い
例
で
あ
る
。
武
道
・
武
術
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ

の
流
派
の
技
術
に
適
し
た
道
具
と
し
て
、
固
有
の
太
刀
・
槍
．
棒
な

ど
の
武
具
や
面
・
胴
・
小
手
と
い
っ
た
防
具
を
用
い
る
こ
と
も
多
く
、

そ
れ
ら
の
製
作
や
補
修
が
伝
承
活
動
の
一
部
に
内
位
さ
れ
、
伝
承
活

動
の
担
い
手
た
ち
が
自
ら
手
掛
け
る
こ
と
も
あ
る
。
武
道
・
武
術
の

伝
承
や
復
冗
を
行
う
上
で
は
、
こ
の
よ
う
な
道
具
に
も
向
き
合
わ
な

は
じ
め
に

前
田
繁
則

小
寺
直
樹

平
野
恭
平

民
俗
文
化
・
古
武
道
の
伝
承
活
動
に
お
け
る

稽
古
道
具
の
製
作
と
補
修
に
つ
い
て
の
一
考
察

ー
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
の
事
例
ー

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
稽
古
道
具
の
製
作
や
補
修
を
取
り
上
げ
、

武
道
・
武
術
の
安
定
的
か
つ
長
期
的
な
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
く
上

で
の
手
掛
か
り
を
得
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
具
体
的
に
は
、
宝
蔵

院
流
高
田
派
槍
術
の
稽
古
槍
を
対
象
と
し
て
、
稽
古
と
い
う
日
々
の

活
動
で
用
い
る
た
め
の
現
役
性
を
重
視
し
、
利
便
性
・
経
済
性
•
安
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全
性
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本

稿
は
、
あ
く
ま
で
も
―
つ
の
流
派
の
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

武
道
・
武
術
の
伝
承
活
動
に
お
け
る
一
般
性
と
い
う
点
で
は
限
界
が

あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る
槍
術
の
稽
古
道
具
に
つ
い
て
は
、
長
尾
進
氏

が
、
稽
古
や
試
合
の
あ
り
方
の
変
遷
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
稽

古
槍
や
防
具
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
石
川
哲
也
氏
も
、
槍

術
の
各
流
派
で
用
い
ら
れ
る
槍
の
形
状
に
つ
い
て
、
各
流
派
の
技
術

と
関
連
さ
せ
た
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
島
田
貞
一
氏
は
、
注

目
が
集
ま
り
が
ち
な
槍
の
穂
先
で
は
な
く
柄
の
部
分
に
着
目
し
、
原

木
の
適
否
や
形
状
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
現
在
の
稽
古
道
具
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
も
非
常
に
示

唆
に
富
む
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
伝
承
活
動
の
一
部
と
し
て
内
包
さ

れ
た
稽
古
道
具
の
製
作
や
補
修
を
考
え
る
上
で
の
手
掛
か
り
に
な
る

も
の
で
あ
る
。
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近
代
以
降
の
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
に
記

し
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
近
代
以
降
を
中
心
に
簡
潔
に
示
す
に

と
ど
め
る
。

宝
蔵
院
流
槍
術
は
、
興
福
寺
の
塔
頭
宝
蔵
院
の
院
主
で
あ
っ
た
覚

禅
房
胤
栄
に
始
ま
る
十
文
字
槍
を
用
い
た
槍
術
で
あ
る
。
胤
栄
の
生

み
出
し
た
宝
蔵
院
流
槍
術
は
、
後
継
に
当
た
る
禅
栄
房
胤
舜
に
受
け

継
が
れ
た
他
、
胤
栄
の
高
弟
で
あ
っ
た
中
村
市
右
衛
門
直
政
、
そ
の

弟
子
の
高
田
又
兵
衛
吉
次
、
胤
舜
の
下
で
学
ん
だ
磯
野
主
馬
信
元
・

下
石
平
右
衛
門
三
正
と
い
っ
た
門
弟
た
ち
に
も
伝
え
ら
れ
、
彼
ら
が

そ
れ
ぞ
れ
系
派
を
起
こ
し
、
日
本
各
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
現
在

伝
承
さ
れ
て
い
る
宝
蔵
院
流
槍
術
は
、
高
田
又
兵
衛
吉
次
に
よ
っ
て

起
こ
さ
れ
た
高
田
派
で
あ
り
、
幕
末
に
至
る
ま
で

H
本
各
地
で
術
技

の
研
鑽
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
戦
闘
の
あ
り
方
は
大
き
く

変
わ
り
、
日
常
生
活
で
も
携
帯
に
不
便
な
槍
は
、
時
が
経
つ
に
つ
れ

て
単
に
過
去
の
祖
先
の
士
風
を
継
承
し
、
そ
の
栄
光
を
象
徴
す
る
に

過
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
幕
末
に
は
、
試
合
稽
古

を
重
視
す
る
気
風
が
尚
ま
っ
て
お
り
、
型
を
一
種
の
儀
礼
的
な
も
の

と
み
て
稽
古
す
る
者
が
減
少
し
、
各
流
派
に
型
の
伝
承
の
危
機
が
訪

れ
た
。
新
時
代
の
実
用
武
術
に
も
体
育
競
技
に
も
不
適
当
と
な
っ
た

槍
術
の
衰
退
は
甚
だ
し
く
、
宝
蔵
院
流
に
限
ら
ず
各
地
の
槍
術
が
消

え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
一
八
年
冬
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
撃
剣
部
の
佐
々
木
保
蔵

は
、
槍
術
を
後
世
に
残
す
た
め
、
徳
川
御
三
卿
の
田
安
家
に
仕
え
て

い
た
山
里
忠
徳
の
下
に
部
員
の
矢
野
一
郎
・
横
田
正
俊
・
和
久
金
蔵

(
8
)
 

の
三
人
を
派
遣
し
て
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
を
学
ば
せ
た
。
宝
蔵
院

流
高
田
派
槍
術
は
、
第
一
高
等
学
校
撃
剣
部
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
稽
古
は
中
断
さ
れ
、
戦
後
の

学
制
改
革
の
中
で
活
動
が
途
絶
え
た
。
し
か
し
、
第
一
高
等
学
校
撃

剣
部
で
槍
術
を
学
ん
だ
者
の
中
か
ら
、
そ
の
復
活
を
志
す
者
も
現

れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
六
五
年
か
ら
後
に
全
日
本
剣
道
連
盟
会
長

に
就
く
石
田
和
外
が
中
心
と
な
っ
て
動
き
出
し
、
槍
合
せ
の
型
と
し

て
表
一
四
本
・
裏
一
四
本
・
新
仕
掛
七
本
の
計
三
五
本
が
蘇
っ
た
。

一
九
六
七
年
に
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
た
全
国
実
業
団
剣
道
大
会
で
、

石
田
と
穴
山
徳
夫
に
よ
っ
て
表
一
四
本
が
披
露
さ
れ
た
。

失
伝
を
免
れ
た
型
は
、
第
一
高
等
学
校
撃
剣
部
出
身
の
穴
山
・
坂

西
太
郎
・
山
崎
卓
た
ち
が
、
石
田
の
指
導
の
下
に
第
一
生
命
保
険
の

剣
道
場
で
稽
古
を
続
け
て
い
た
が
、
一
九
八
九
年
に
社
屋
改
築
の
た

め
に
剣
道
場
が
閉
鎖
さ
れ
、
活
動
は
一
時
休
止
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

槍
術
の
稽
古
を
希
望
す
る
者
が
現
れ
、
山
崎
も
石
田
か
ら
受
け
継
い

だ
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
を
伝
承
し
て
き
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

東
京
富
坂
の
警
視
庁
武
道
場
を
借
用
し
て
稽
古
を
再
開
し
、
山
崎
を
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中
心
と
し
て
東
京
で
槍
の
会
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
槍
の
会

は
、
埼
玉
県
狭
山
市
に
拠
点
を
移
し
た
後
、
現
在
は
忠
徳
会
と
な
っ

て
、
山
里
よ
り
伝
え
ら
れ
た
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
と
一
心
流
薙
刀

術
の
伝
承
活
動
を
再
び
東
京
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

こ
の
東
京
の
流
れ
か
ら
分
か
れ
る
形
で
、
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術

は
奈
良
に
も
伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
奈
良
市
長
で
剣
道
家
で
も

あ
っ
た
鍵
田
忠
三
郎
は
、
一
九
七
三
年
に
宝
蔵
院
流
槍
術
を
発
祥
の

地
で
あ
る
奈
良
に
戻
す
こ
と
を
石
田
に
懇
請
し
、
西
川
源
内
・
鈴
木

真
男
•
松
田
勇
吉
・
鍵
田
忠
兵
衛
・
一
箭
順
三
た
ち
が
石
田
に
入
門

し
、
一
九
七
五
年
九
月
に
表
一
四
本
の
型
、
一
九
七
六
年
一

0
月
に

裏
一
四
本
の
型
、
一
九
七
七
年
―
二
月
に
は
新
仕
掛
七
本
の
型
を
修

得
し
た
。
そ
の
間
の
一
九
七
六
年
―
二
月
に
は
、
奈
良
市
中
央
武
道

場
で
石
田
か
ら
西
川
た
ち
に
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
槍
合
せ
の
型
の

伝
授
式
が
行
わ
れ
、
宝
蔵
院
流
槍
術
が
奈
良
に
里
帰
り
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
奈
良
で
の
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
は
、
奈
良
市
武
道
振
興

会
の
槍
教
室
と
し
て
始
ま
り
、
奈
良
市
の
後
援
の
下
で
伝
承
活
動
に

取
り
組
み
、
一
九
九
一
年
六
月
に
は
奈
良
宝
蔵
院
流
槍
術
保
存
会
が

発
足
し
た
。
現
在
の
奈
良
宝
蔵
院
流
槍
術
保
存
会
は
、
宝
蔵
院
流
槍

術
の
最
大
組
織
と
し
て
術
技
の
伝
承
だ
け
で
は
な
く
、
流
祖
の
顕
彰

や
稽
古
槍
に
用
い
る
樫
の
植
林
な
ど
、
槍
術
文
化
の
保
存
活
動
に
も

(lO) 

取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
―

1
0
一
八
年
に
は
、
奈
良
で
の
活
動
の
創
始
期
か
ら
四
〇

年
以
上
に
わ
た
り
携
わ
っ
て
き
た
前
田
繁
則
が
、
高
齢
の
た
め
に
奈

良
で
の
活
動
に
区
切
り
を
つ
け
、
奈
良
宝
蔵
院
流
槍
術
保
存
会
の
大

阪
道
場
と
し
て
活
動
し
て
き
た
東
大
阪
を
拠
点
に
大
阪
宝
蔵
院
流
槍

術
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。
大
阪
宝
蔵
院
流
槍
術
で
は
、
東
京
か
ら
伝

え
ら
れ
た
当
初
の
術
技
や
型
に
直
す
こ
と
や
失
伝
し
て
い
る
太
刀
合

せ
の
型
な
ど
を
復
元
す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

近
代
以
降
の
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
に
つ
い
て
は
、
第
一
高
等
学

校
撃
剣
部
の
関
係
者
に
よ
る
文
献
な
ど
を
通
じ
て
、
術
技
や
型
が
辛

う
じ
て
命
脈
を
保
っ
て
き
た
経
緯
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
が
、
近

代
以
降
の
稽
古
槍
を
め
ぐ
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

以
下
で
は
、
そ
の
稽
古
槍
に
つ
い
て
、
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

現
在
の
伝
承
活
動
の
中
で
の
取
り
組
み
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

稽
古
槍
の
変
遷
と
現
代
で
の
調
達

宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
の
稽
古
道
具
と
し
て
最
も
特
徴
的
な
も
の

が
、
写
真
ー
に
示
す
、
ニ
・
七
メ
ー
ト
ル
の
鎌
槍
と
三
•
六
メ
ー
ト

ル
の
素
槍
と
い
う
木
製
の
長
い
稽
古
槍
で
あ
る
。
現
在
の
宝
蔵
院
流

高
田
派
槍
術
で
は
、
鎌
槍
を
持
つ
仕
方
と
素
槍
を
持
つ
打
方
を
一

組
と
し
て
行
う
型
稽
古
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
鎌
槍
に
つ

い
て
は
、
宝
蔵
院
流
槍
術
の
特
徴
で
あ
る
十
文
字
槍
の
形
を
模
し

て
、
穂
先
部
に
片
側
六
•
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
竹
製
の
横
手
が
つ
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写真 1：稽古で用いる鎌槍と素槍

い
た
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
鎌

槍
は
、
素
槍
と
の
型
稽
古
の
中
で
打
ち

合
っ
て
も
折
れ
に
く
い
丈
夫
な
樫
製
で

あ
り
、
長
さ
が
十
分
に
確
保
さ
れ
た
横

手
に
よ
っ
て
、
相
手
の
素
槍
を
引
く
よ

う
に
落
と
す
引
落
、
同
じ
く
巻
き
取
る

よ
う
に
し
て
落
と
す
巻
落
、
相
手
の
素

槍
の
柄
を
滑
ら
し
て
相
手
の
手
首
を
切

る
擦
込
な
ど
、
宝
蔵
院
流
槍
術
の
基
本

的
な
技
術
を
確
実
に
行
う
こ
と
を
可
能

に
し
て
お
り
、
現
在
の
型
稽
古
に
適
し

た
形
に
な
っ
て
い
る
。

江
戸
時
代
の
槍
術
稽
古
は
、
「
①
先

端
に
タ
ン
ポ
を
つ
け
た
竹
刀
（
竹
製
稽

古
槍
）
の
使
用
か
ら
、
「
打
ち
」
・
「
張

り
」
と
い
う
技
術
の
出
現
に
伴
う
樫
の

木
製
稽
古
槍
へ
の
変
化
、

②
鉄
ひ
ご
面

と
手
袋
（
先
手
の
み
）
の
着
用
、
③
綴

付
き
面
と
竹
具
足
を
着
用
し
て
の
荒
技

修
行
（
相
面
稽
古
・
試
合
）
の
開
始
、

(12) 

と
い
う
三
段
階
の
変
容
」
を
経
た
と
さ

れ
、
天
明
期
頃
か
ら
試
合
形
式
の
稽
古

が
増
え
て
い
っ
た
。
試
合
稽
古
で
は
、
打
ち
ゃ
張
り
の
技
術
は
発
揮

し
が
た
く
、
ど
う
し
て
も
突
き
合
う
だ
け
の
単
純
な
動
き
に
な
り
が

ち
と
な
り
、
鍵
槍
や
十
文
字
槍
と
い
っ
た
横
手
流
俄
な
ど
も
含
め
て

槍
術
で
の
技
術
の
単
調
化
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
稽
古
槍
に
つ

い
て
も
、
突
き
合
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
「
細
く
（
軽
く
）
か

つ
小
牡
丹
（
小
さ
い
タ
ン
ポ
）
の
も
の
が
好
ま
れ
る
」
よ
う
に
な
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

宝
蔵
院
流
槍
術
の
伝
書
に
よ
れ
ば
、
稽
古
に
用
い
る
鎌
槍
は
、
全

長
九
尺
（
ニ

・
七
三
メ
ー
ト
ル
）
、
穂
先
に
近
づ
く
ほ
ど
柄
の
直
径

が
細
く
な
り
、
手
元
は
直
径
一
寸
（
三

・
O
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、

穂
先
は
直
径
六
分
（
一
・
八
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
先
端
に
は
直

径
四
寸
(
―
ニ
・
―
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
の
牡
丹
皮
を
付
け

る
と
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
素
槍
は
、
全
長
二
間
（
三
・
六
三
メ
ー

ト
ル
）
、
柄
の
直
径
は
鎌
槍
と
同
様
で
あ
る
が
、
牡
丹
皮
の
直
径
が

五
寸
(
-
五
・
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
と
な
っ
て
い
た
。
こ

の
伝
書
に
は
、
稽
古
槍
の
他
に
、
面
・
胴
・
小
手
と
い
っ
た
防
具
の

詳
細
も
絵
図
を
も
っ
て
記
さ
れ
て
お
り
、
宝
蔵
院
流
槍
術
で
も
試
合

稽
古
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
な
展
開
を
考
え
る
上
で
は
、
長
年
奈
良
で
宝

蔵
院
流
高
田
派
槍
術
の
伝
承
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
長
田
慎
男
氏

(15) 

の
考
察
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
長
田
氏
は
、
写
真
2
に
示
す
幕
末

の
宝
蔵
院
流
槍
術
の
稽
古
で
用
い
ら
れ
て
い
た
鎌
槍
の
現
物
を
所
持



(43) 

し
て
お
り
、
そ
の
形
状
と
寸
法
が
現
在
の
鎌
槍
と
は
異
な
っ
て
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
現
在
の
鎌
槍
が
、
全
長
ニ
・
七
四

メ
ー
ト
ル
、
穂
先
の
直
径
ニ
・
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
手
元
の
直

写真2：幕末の宝蔵院流槍術で用いられていた稽古槍（左）

（出所） 長田慎男氏提供。

径
三
•
-
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
手
片
側
六
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
幕
末
の
鎌
槍
は
、
全
長
ニ

・
九
四
メ
ー
ト
ル
、

穂
先
の
直
径
一
・
六
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
手
元
の
直
径
三

•
O
五

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
手
片
側
三

・
0
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
タ
ン

ポ
の
直
径
ニ
・
ニ
寸
で
あ
る
と
す
る
。
幕
末
と
現
在
の
稽
古
槍
を
比

較
す
る
と
、
穂
先
の
直
径
が
細
い
こ
と
に
加
え
て
、
横
手
も
半
分
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
厚
さ
も
、
現
在
の
五

·
O
~
六
·
O
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
に
比
べ
て
三
・

ニ
＼
四

・
O
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
か
な
り
薄
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。

こ
の
横
手
に
つ
い
て
は
、
幕
末
の
宝
蔵
院
流
槍
術
を
記
録
し
た
文

献
で
も
、
「
鎌
鎗
は
長
九
尺
に
し
て
、
た
ん
ぽ
下
一
尺
の
処
へ
幅
七

分
•
長
三
寸
・
厚
一
分
五
厘
の
竹
を
は
め
込
、
鎌
と
す。
此
鎌
に
て

突
来
る
敵
の
素
鎗
を
か
ら
み
落
し
、
又
払
い
除
け
、
透
を
見
て
繰

(16
)
 

込
、
敵
を
突
き
、
又
退
き
、
鎗
短
き
故
、
進
退
自
由
に
働
く
」
と
あ

る
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
横
手
の
長
さ
は
九

・
O
九
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
と
な
り
、
穂
先
の
柄
を
幕
末
の
稽
古
槍
と
同
じ
一
・
六
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
と
す
れ
ば
、
横
手
片
側
は
約
三
・
七
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
と
な
る
。
こ
れ
は
、
長
田
氏
の
所
持
す
る
幕
末
の
鎌
槍
の
横
手
に

比
べ
る
と
一
回
り
大
き
い
が
、
現
在
の
鎌
槍
の
横
手
と
比
べ
る
と
明

ら
か
に
小
さ
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

幕
末
の
鎌
槍
の
横
手
が
短
く
薄
い
理
由
と
し
て
、
長
田
氏
は
二
つ

の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

―
つ
は
、
鎌
槍
が
破
損
す
る
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場
合
、
横
手
と
の
接
合
部
の
柄
が
破
損
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
貴

重
な
柄
が
破
損
す
る
前
に
横
手
を
薄
く
し
て
意
図
的
に
折
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
柄
と
横
手
の
接
合
部
は
、
漆
を

か
け
た
後
、
麻
布
で
補
強
し
、
さ
ら
に
漆
を
重
ね
て
塗
っ
て
お
り
、

接
合
部
の
耐
久
度
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
横
手
は
竹
製
で
あ

り
、
仮
に
折
れ
て
も
、
す
ぐ
に
交
換
で
き
る
よ
う
に
常
に
予
備
を

持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宝
蔵
院
流
槍
術
の
伝
書
に
も
あ
る
よ
う

に
、
素
槍
の
柄
の
直
径
も
鎌
槍
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
田

氏
は
、
こ
の
横
手
の
長
さ
で
も
十
分
に
引
落
や
巻
落
な
ど
は
可
能
で

あ
る
と
考
察
し
て
い
る
。

も
う
一
っ
は
、
幕
末
と
現
在
の
稽
古
内
容
の
違
い
で
あ
り
、
幕
末

は
試
合
稽
古
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
鎌
槍
で
突
く
際
に
横
手
が

長
す
ぎ
る
と
相
手
の
小
手
や
肘
に
当
た
る
た
め
、
突
き
の
妨
げ
に
な

る
こ
と
を
懸
念
し
て
短
く
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
長
尾
氏

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
槍
術
の
試
合
稽
古
で
は
技
術
が
単
調
化
し
て

突
き
合
う
こ
と
が
中
心
に
な
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
横
手
を
長
く
す

る
よ
り
も
短
く
す
る
方
が
合
理
的
で
あ
り
、
ま
た
、
幕
末
の
鎌
槍
の

全
長
が
伝
書
や
現
在
の
鎌
槍
よ
り
も
長
く
な
っ
て
い
た
の
も
、
試
合

稽
古
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

宝
蔵
院
流
槍
術
は
、
本
来
、
鎌
を
縦
横
自
由
に
操
作
し
や
す
い
よ
う

に
他
流
よ
り
も
短
い
槍
を
用
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
っ
た
が
、
他

流
を
交
え
た
試
合
稽
古
で
は
、
そ
の
短
さ
が
突
き
合
う
上
で
不
利
に

写真3:栗型に加工した鎌槍の柄 な
る
こ
と
が
あ
り
、
全
長
を
長
く
し
た
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能

(17) 

性
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
他
に
も
、
か
つ

て
の
稽
古
槍
に
つ
い
て

は
、
興
福
寺
に
保
管
さ

れ
て
い
た
稽
古
槍
を
み

る
と
、
手
元
側
が
す
べ

て
栗
型
に
加
工
さ
れ
て

い
た
と
い
う
話
し
も
あ

る
。
こ
れ
は
、
さ
ぐ

り
・
一
筋
角
・
手
形
な

ど
と
称
す
る
も
の
で
あ

り
、
主
に
「
十
文
字
槍

の
鎌
、
鍵
槍
の
鍵
、
或

は
雨
鏑
身
の
刃
方
等
の

方
向
を
直
ち
に
探
り
知

(18) 

る
為
」
、
手
元
側
の
柄

の
断
面
が
桃
・
麦
・
栗

な
ど
の
形
に
な
る
よ
う

に
鏑
を
立
て
て
削
っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

倣
っ
て
、
写
真
3
の
よ
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う
に
、
現
在
使
用
し
て
い
る
鎌
槍
に
同
種
の
加
工
を
新
た
に
施
し
た

も
の
も
あ
る
。

試
合
稽
古
が
行
わ
れ
て
い
た
幕
末
で
は
、
稽
古
槍
の
柄
を
破
損
し

な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
が
み
ら
れ
た
が
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
に
宝

蔵
院
流
高
田
派
槍
術
が
伝
え
ら
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
型
稽

古
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
に
適
す
る
形
に
な
っ
て
い
っ
た
と
み
ら
れ

る
。
鎌
槍
は
、
試
合
稽
古
で
求
め
ら
れ
る
素
早
い
動
き
に
適
す
る
よ

り
も
、
型
の
中
で
の
打
ち
や
張
り
に
対
す
る
耐
久
度
を
高
め
る
た
め

に
穂
先
の
直
径
が
や
や
太
く
な
り
、
ま
た
引
落
・
巻
落
・
擦
込
と

い
っ
た
基
本
的
な
技
術
の
修
練
を
図
る
た
め
、
あ
る
い
は
術
技
や
型

の
精
度
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
横
手
が
長
く
な
り
、
簡

単
に
折
れ
な
い
よ
う
に
厚
さ
も
増
し
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
と
考
え

(19) 

ら
れ
る
。

し
か
し
、
幕
末
と
現
在
の
稽
古
槍
で
は
、
穂
先
の
太
さ
や
横
手
の

長
さ
と
い
っ
た
変
化
が
あ
る
も
の
の
、
柄
に
求
め
ら
れ
る
要
件
は
変

わ
っ
て
い
な
い
。
槍
の
柄
と
し
て
は
、
古
く
か
ら
四
国
や
九
州
の
樫

が
上
質
と
さ
れ
、
「
鋸
に
よ
る
引
割
木
を
嫌
ひ
、
木
目
の
慎
直
に
通

っ
た
割
木
を
好
し
と
し
」
て
、
二
間
の
槍
の
製
作
に
は
二
間
半
の
上

質
四
つ
割
材
が
必
要
と
さ
れ
た
。
優
れ
た
堅
さ
と
弾
力
性
か
ら
槍
の

柄
に
最
適
と
さ
れ
て
い
た
葉
長
樫
は
、
現
在
で
は
入
手
し
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
た
め
、
奈
良
宝
蔵
院
流
槍
術
保
存
会
の
よ
う
に
、
葉
長

樫
の
植
林
活
動
を
行
い
、
長
期
的
な
視
野
で
稽
古
槍
の
原
木
を
確
保

(21) 

し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
も
み
ら
れ
る
。

奈
良
で
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
の
稽
古
が
始
ま
っ
た
当
時
、
稽
古

槍
の
既
製
品
の
販
売
は
な
か
っ
た
た
め
、
奈
良
県
北
葛
城
郡
新
庄
町

（
現
在
の
奈
良
県
葛
城
市
）
に
あ
る
武
道
具
店
に
鎌
槍
と
素
槍
の
寸

法
を
指
定
し
て
発
注
し
、
宮
崎
県
の
業
者
に
製
作
し
て
も
ら
っ
て
い

(

”

i

)

 
た
。
そ
の
後
は
、
岐
阜
県
に
あ
る
木
材
店
に
も
数
年
に
一
度
の
頻
度

で
ま
と
め
て
発
注
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
鎌
槍
と
素
槍
の
一
組
で

六
万
円
程
度
は
か
か
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
武
道
具
店
で
も
、
既

製
品
の
鎌
槍
や
素
槍
が
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
日
々
の

稽
古
で
用
い
て
い
る
も
の
と
比
べ
て
柄
の
太
さ
や
横
手
の
素
材
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
近
年
で
は
品
不
足
の
た
め
に
購
入

さ
え
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
背
景
に
は
、
木
刀
を
は
じ
め
と
す
る
木

工
品
の
職
人
や
原
木
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
特
に

稽
古
槍
は
需
要
が
極
め
て
少
な
い
上
に
、
上
質
の
長
い
原
木
か
ら
製

作
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
、
よ
り
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
。

伝
承
活
動
の
一
部
と
し
て
、
稽
古
槍
の
製
作
ま
で
を
担
い
手
た
ち

が
自
ら
手
掛
け
る
と
い
う
の
は
、
原
木
の
調
達
か
ら
加
工
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
考
え
る
と
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
稽
古
槍
を
業
者
に
製

作
し
て
も
ら
う
に
せ
よ
、
後
述
す
る
稽
古
槍
を
補
修
す
る
に
せ
よ
、

稽
古
槍
に
ま
つ
わ
る
知
識
と
し
て
歴
史
的
な
経
緯
、
構
造
上
の
特

徴
・
注
意
点
、
素
材
面
の
性
質
・
適
正
な
ど
を
伝
承
活
動
の
担
い
手



(46) 

た
ち
で
共
有
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

稽
古
槍
の
管
理
と
補
修

稽
古
槍
の
管
理

稽
古
槍
の
製
作
に
は
十
分
に
乾
燥
さ
せ
た
原
木
を
利
用
し
て
い
る

が
、
長
く
使
わ
れ
て
き
た
稽
古
槍
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
素
材

も
落
ち
着
き
、
握
り
具
合
や
滑
り
具
合
と
い
っ
た
よ
さ
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
昔
の
上
質
な
原
木
か
ら
作
ら
れ
た
稽
古
槍
は
、
十
分
に

撓
り
、
折
れ
に
く
い
だ
け
で
は
な
く
、
術
技
の
効
き
具
合
も
違
っ
て

く
る
。
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
に
伝
わ
る
教
歌
に
は
、
「
道
具
を
ば

何
を
持
っ
て
も
替
わ
る
ま
じ
心
の
位
上
手
な
り
せ
ば
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
、
道
具
に
こ
だ
わ
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
が
、
長
く
使
わ

れ
て
き
た
稽
古
槍
な
ら
で
は
の
よ
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。そ
の
稽
古
槍
を
長
く
安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
適

切
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
稽
古
槍
は
、
非
常
に
長
い

た
め
、
横
向
き
に
置
く
と
な
る
と
、
保
管
場
所
に
困
る
こ
と
が
多
い

が
、
壁
に
立
て
掛
け
る
と
反
り
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
直
射

日
光
が
当
た
る
よ
う
な
場
所
や
温
湿
度
の
変
化
が
激
し
い
場
所
な
ど

に
置
い
て
も
、
反
り
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
稽
古
槍
に
反
り
が
生

じ
る
と
、
突
き
に
狂
い
が
生
じ
た
り
、
巻
落
な
ど
の
際
に
柄
を
や
や

捻
り
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
た
め
、
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
そ

の
た
め
、
保
管
場
所
に
は
、
日
当
た
り
や
温
湿
度
な
ど
を
考
慮
し
つ

つ
、
稽
古
槍
を
横
向
き
に
置
け
る
よ
う
な
場
所
を
確
保
で
き
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
し
か
し
、
奈
良
で
の
活
動
の
よ
う
に
、
毎
週
の
稽
古

を
ほ
ぽ
決
ま
っ
た
場
所
で
行
う
こ
と
が
で
き
、
施
設
内
に
稽
古
槍
の

保
管
が
許
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
現
代
生
活
の
中

で
は
な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
も
あ
る
。

そ
れ
で
も
長
寸
の
木
で
あ
る
以
上
、
反
り
が
生
じ
る
の
は
仕
方
の

な
い
こ
と
で
も
あ
り
、
特
に
新
し
く
製
作
し
た
ば
か
り
の
稽
古
槍
に

つ
い
て
は
、
定
期
的
な
確
認
が
重
要
で
あ
る
。
反
り
が
生
じ
れ
ば
、
そ

の
向
き
に
応
じ
て
稽
古
槍
を
掛
け
直
す
、
あ
る
い
は
反
り
の
反
対
向

き
に
重
り
を
結
び
付
け
、
時
間
を
か
け
て
力
を
加
え
て
矯
正
す
る
な(24) 

ど
、
稽
古
で
の
使
用
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
柄
に
さ
さ
く
れ
が
あ
れ
ば
、
怪
我
を
予
防
す
る
た

め
に
も
鉤
で
削
っ
た
り
紙
や
す
り
で
磨
い
た
り
す
る
な
ど
の
手
入
れ

を
行
い
、
後
述
す
る
金
属
製
の
継
手
で
補
修
し
た
箇
所
な
ど
に
緩

み
や
段
差
が
生
じ
て
い
な
い
か
の
点
検
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
鎌
槍
は
、
横
手
の
部
分
が
素
槍
と
接
触
す
る
こ
と
が
多

く
、
摩
耗
し
て
い
る
こ
と
や
亀
裂
が
生
じ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

横
手
の
点
検
も
し
っ
か
り
と
行
い
、
摩
耗
具
合
に
よ
っ
て
は
横
手
の

板
の
向
き
を
上
下
で
入
れ
替
え
る
な
ど
の
予
防
的
な
処
置
も
必
要
に

な
る
。
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伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
は
、
安
全
性
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
術
技
や
型
の
修
練
を
正
し
く
行
え
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
稽
古

槍
の
適
切
な
管
理
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
伝
承
活

動
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
上
質
の
稽
古
槍
の
調
達
が
難
し
く

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
仮
に
稽
古
槍
が
折
れ
た
場
合

で
も
、
す
ぐ
に
廃
棄
せ
ず
、
破
損
箇
所
を
確
認
し
、
可
能
で
あ
れ
ば

補
修
や
再
利
用
を
検
討
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

柄
の
補
修

稽
古
槍
が
折
れ
た
場
合
の
補
修
の
一
っ
の
方
法
は
、
簡
単
に
い
え

ば
、
折
れ
た
箇
所
を
切
断
し
て
整
え
、
金
属
製
の
継
手
で
継
ぎ
、
再

（
ぷ
）

び
稽
古
で
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

折
れ
た
槍
を
た
だ
継
ぐ
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
折
れ
た
箇

所
や
折
れ
方
な
ど
に
よ
っ
て
対
処
方
法
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

稽
古
槍
で
最
も
破
損
し
や
す
い
箇
所
は
、
鎌
槍
の
柄
と
横
手
の
接

(26) 

合
部
で
あ
る
。
柄
と
横
手
の
接
合
部
が
折
れ
た
場
合
に
は
、
折
れ
た

付
近
を
切
断
し
て
先
を
詰
め
、
短
く
な
っ
た
分
だ
け
補
修
用
に
残
し

て
お
い
た
稽
古
槍
の
一
部
を
利
用
し
て
、
手
元
側
に
写
真

4
の
よ
う

な
金
属
製
の
継
手
で
継
い
で
長
さ
を
揃
え
る
。
仮
に
穂
先
側
を
継
げ

ば
金
属
製
の
継
手
の
分
だ
け
重
く
な
り
、
稽
古
槍
の
バ
ラ
ン
ス
が
狂

う
こ
と
に
な
る
。
鉄
製
の
真
槍
を
想
定
す
れ
ば
穂
先
が
重
く
な
る
こ

と
は
槍
と
し
て
は
自
然
で
あ
る
が
、
普
段
の
木
製
の
稽
古
槍
を
用
い

た
感
覚
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
て
、
穂
先
側
で
は
な
く
手
元
側
を
継

(
r
]
）
 

い
で
い
る
。
柄
と
横
手
の
接
合
部
を
切
断
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

先
を
詰
め
た
穂
先
に
は
新
た
に
横
手
を
入
れ
る
穴
を
開
け
る
。
ま
た
、

写真4：稽古槍の補修用の金属製の継手
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手
元
側
を
金
属
製
の
継
手
で
継
ぐ
こ
と
に
な
る
と
、
そ
の
場
所
に

よ
っ
て
は
、
突
い
た
り
引
い
た
り
し
た
際
に
左
手
が
継
手
の
部
分
と

触
れ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
怪
我
を
防
ぐ
た
め
に
柄
と
継
手
に
段
差

が
生
じ
な
い
よ
う
に
う
ま
く
加
工
す
る
必
要
が
あ
る
。

稽
古
槍
が
折
れ
る
場
合
、
鎌
槍
の
柄
と
横
手
の
接
合
部
だ
け
で
は

な
く
、
鎌
槍
で
も
素
槍
で
も
当
た
り
方
や
力
の
入
り
具
合
に
よ
っ
て
、

柄
の
様
々
な
箇
所
で
折
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
構
造
的
に
弱
く
な
っ
て

い
る
柄
と
横
手
の
接
合
部
以
外
で
折
れ
た
場
合
に
は
、
稽
古
槍
の
素

材
上
の
問
題
や
劣
化
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
補
修
し
て
も
安
全
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
の
判
断
が
求
め
ら
れ
る
。
金
属
製

の
継
手
で
補
修
す
る
際
に
は
、
穂
先
側
に
寄
っ
て
折
れ
た
場
合
な
ど
、

補
修
箇
所
に
よ
っ
て
は
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
た

め
、
基
本
的
な
技
術
を
修
練
す
る
上
で
支
障
が
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
折
れ
方
と
し
て
も
、
柄
に
対
し
て
ほ
ぼ
垂
直
に
折
れ
た
場

合
は
、
折
れ
た
断
面
を
削
っ
て
金
属
製
の
継
手
で
継
い
で
も
サ
イ
ズ

が
若
干
短
く
な
る
程
度
で
す
む
た
め
、
規
定
の
寸
法
よ
り
若
干
短
め

で
は
あ
る
が
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、

斜
め
に
折
れ
て
破
損
面
が
木

H
に
沿
っ
て
広
が
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

そ
の
部
分
を
す
べ
て
切
断
し
て
垂
直
の
断
面
を
作
っ
て
か
ら
金
属
製

の
継
手
で
継
ぐ
こ
と
に
な
る
た
め
、
サ
イ
ズ
が
か
な
り
短
く
な
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
長
さ
を
合
わ
せ
る
た
め
、
先
の
よ
う
に

手
元
側
に
補
修
用
に
残
し
て
い
た
稽
古
槍
の
一
部
を
継
ぐ
と
、
折
れ

た
箇
所
と
合
わ
せ
て
二
箇
所
を
継
手
で
補
修
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

バ
ラ
ン
ス
や
耐
久
度
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な

懸
念
が
あ
る
場
合
に
は
、
無
理
な
補
修
は
行
わ
ず
、
補
修
用
と
し
て

保
存
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
補
修
で
用
い
る
金
属
製
の
継
手
は
、
一
っ
―
つ
の
稽

古
槍
の
素
材
・
寸
法
・
折
れ
方
な
ど
に
合
わ
せ
て
調
整
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
市
販
品
で
は
な
く
補
修
者
が
自
ら
金
属
加
工
に
よ
っ
て

作
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
調
整
を
必
要
と
す
る
金
属
加
工
を
専

門
の
業
者
に
依
頼
す
る
と
、
引
き
受
け
手
を
探
す
手
間
が
か
か
る
上

に
、
発
注
数
も
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
費
用
も
高
く
つ
い
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
継
手
の
素
材
に
つ
い
て
も
、
真
鍮
・
鉄
・
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
を
検
討
し
た
結
果
、
現
在
は
真
鍮
を
用
い
て
継
手
を

作
成
し
て
い
る
。
鉄
で
あ
れ
ば
、
強
度
的
に
は
問
題
な
い
が
重
く
て

錆
び
や
す
く
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
、
軽
く
て
稽
古
槍
の
バ
ラ
ン
ス
を

崩
す
こ
と
は
な
い
が
強
度
上
の
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
加
工
も
し

や
す
く
、
錆
び
ず
、
強
度
も
あ
る
真
鍮
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
補
修
で
は
、
折
れ
た
稽
古
槍
を
継
手
で
継
ぐ
だ
け
で

終
わ
り
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
状
態
を
み
な
が
ら
追
加

の
処
置
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
経
年
の
使
用
に
よ
っ
て
補
修
箇
所

が
緩
む
こ
と
も
あ
れ
ば
、
比
較
的
新
し
い
稽
古
槍
の
場
合
に
は
時
間

の
経
過
と
と
も
に
木
材
が
少
し
ず
つ
縮
む
こ
と
も
あ
り
、
柄
と
継
手
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の
間
に
生
じ
た
隙
間
に
応
じ
て
、
継
手
の
下
に
入
り
込
む
柄
の
上
に

厚
さ

O
・
―
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
真
鍮
シ
ー
ト
を
巻
い
て
再
び
入
れ
込

み
、
し
つ
か
り
と
固
定
す
る
な
ど
の
処
置
を
施
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
稽
古
槍
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
偶
然
に
も
著
者
の
前

田
が
、
仕
事
の
関
係
で
金
属
加
工
の
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
た
た
め
、
(28) 

継
手
の
加
工
か
ら
柄
の
補
修
ま
で
を
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
伝
承
活
動
の
担
い
手
た
ち
の
中
に
、
木
工
や
金
属
加
工
の

ス
キ
ル
を
備
え
た
人
材
が
常
に
い
る
と
い
う
保
証
は
な
く
、
ま
た
伝

承
活
動
の
一
部
と
し
て
そ
の
よ
う
な
ス
キ
ル
ま
で
を
伝
え
た
り
育
て

た
り
す
る
こ
と
も
難
し
く
、
こ
こ
に
―
つ
の
限
界
が
み
ら
れ
る
。

横
手
の
補
修

稽
古
槍
の
破
損
箇
所
と
し
て
は
、
写
真

5
に
示
す
よ
う
に
、
損
耗

の
激
し
い
鎌
槍
の
横
手
も
あ
る
。
鎌
槍
の
横
手
は
、
宝
蔵
院
流
槍
術

の
基
本
的
な
技
術
で
あ
る
引
落
・
巻
落
・
擦
込
な
ど
の
際
、
相
手
の

素
槍
と
接
触
す
る
た
め
、
稽
古
中
に
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

対
応
も
求
め
ら
れ
る
。
横
手
は
、
丈
夫
な
竹
を
調
達
し
、
現
在
の
寸

法
で
あ
る
長
さ
一
六

・
O
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
ニ
・
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
に
削
っ
て
作
成
し
て
い
る
。
稽
古
槍
の
横
手
を

入
れ
る
穴
が
、
槍
ご
と
に
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
予
備
の
横
手
は
幅

や
厚
さ
の
異
な
る
も
の
を
い
く
つ
か
用
意
し
て
お
き
、
折
れ
た
場
合

に
は
、
折
れ
た
横
手
を
木
槌
で
叩
き
出
し
、
新
し
い
横
手
を
入
れ
込

む
こ
と
に
な
る
。

横
手
の
素
材
に
つ

い
て
は
、
摩
耗
を
防

ぐ
こ
と
を
考
え
て
、

こ
れ
ま
で
に
様
々
な

素
材
を
試
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
竹
以

外
の
素
材
と
し
て
、

柄
と
同
様
に
樫
を
用

い
た
こ
と
が
あ
る
が
、

割
れ
や
す
く
稽
古
で

の
使
用
に
は
不
向
き

で
あ
っ
た
。
丈
夫
な

素
材
と
し
て

M
C
ナ

イ
ロ
ン
が
試
さ
れ
た

こ
と
も
あ
る
が
、
耐

久
度
が
高
く
、
竹
に

比
べ
て
破
損
の
可
能

性
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
一
方
で
、
素
材
の
性
質
的
に
滑
り
や
す
い
と
い
う
短
所
が
あ

(
29
)
 

り
、
横
手
を
用
い
る
技
術
の
修
練
の
妨
げ
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
他
に
も
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
用
い
た
場
合
に
は
、
軽
量
で
悪
く

写真5：鎌槍の横手の損耗



(50) 

槍
術
で
は
、

ニ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
稽
古
槍
を
用
い
る
た
め
、
木

四

な
い
素
材
で
あ
っ
た
が
、
金
属
で
あ
る
た
め
、
素
槍
と
接
触
し
た
際

に
相
手
の
柄
を
侮
つ
け
る
と
い
う
難
点
が
み
ら
れ
た
。
現
代
で
利
用

可
能
な
素
材
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
試
み
ら
れ
た
が
、
結
局
は
最
適

な
素
材
と
し
て
昔
な
が
ら
の
竹
製
に
落
ち
着
い
て
い
る
。

稽
古
槍
の
補
修
に
つ
い
て
は
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
方
法
で
は
な

く
、
現
代
で
伝
承
活
動
を
行
う
中
で
の
担
い
手
た
ち
に
よ
る
試
行
錯

誤
に
よ
っ
て
最
適
な
方
法
が
考
案
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
れ
は
特
定
の
人
物
の
ス
キ
ル
と
経
験
に
よ
っ
て
属
人
的
に
可

能
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
安
定
的
か
つ
長
期
的
な
伝
承

活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
を
組
織
と
し
て
行
え
る
よ

う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
実
的
に
は
、
木
工
や
金
属

加
工
の
ス
キ
ル
の
養
成
ま
で
を
行
う
こ
と
に
は
様
々
な
困
難
を
と

も
な
う
た
め
、
部
品
の
製
作
や
補
修
な
ど
の
作
業
は
外
部
の
力
を
借

り
る
こ
と
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
稽
古
の

中
で
の
語
り
と
し
て
伝
え
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
補
修
な
ど
の
作
業
を
一
緒
に
行
う
こ
と
や
、
簡
単
で
あ
っ
て
も
マ

ニ
ュ
ア
ル
や
作
業
記
録
の
よ
う
な
文
書
と
し
て
残
す
こ
と
な
ど
を
通

じ
て
、
知
識
の
共
有
を
図
っ
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

継
槍
の
製
作
と
管
理

刀
を
利
用
す
る
よ
う
な
剣
術
に
比
べ

て
、
持
ち
運
び
と
保
管
と
い
う
点
で

困
難
が
大
き
い
。
決
ま
っ
た
場
所
で

稽
古
を
行
い
、
そ
こ
に
稽
古
槍
を
保

管
し
て
も
ら
え
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ

ば
問
題
は
な
い
が
、
都
市
部
で
活
動

を
行
う
場
合
に
は
、
い
く
つ
か
の
施

設
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も

あ
り
、
稽
古
槍
の
持
ち
運
び
が
ネ

ッ

ク
に
な
る
。
ま
た
、
遠
方
で
開
催
さ

れ
る
演
武
会
な
ど
に
参
加
す
る
場
合

も
、
運
送
業
者
を
利
用
す
る
こ
と
は

あ
る
が
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
面

難
し
い
た
め
、
や
は
り
持
ち
運
び
が
債槍古

課
題
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
稽の

組
み
立
て
式
の
稽
古
槍
（
以
下
、
継
允て立

槍
）
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

継
槍
は
、
写
真

6
の
よ
う
に
、
稽
古
み組

槍
を
適
当
な
長
さ
で
二
分
割
し
た
も
：6
 
真

の
で
あ
り
、
金
属
製
の
ね
じ
込
み
式

の
継
手
が
は
め
込
ま
れ
て
い
る
。
継

写

i 
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槍
の
寸
法
と
し
て
は
、
鎌
槍
の
穂
先
側
が
一
八
ニ
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
元
手
側
が
九
ニ
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
素
槍
の
穂
先
側
が

一
八
ニ
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
元
手
側
が
一
八
―
―
―
•
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
継
手
は
、
真
鍮
製
と
な
っ
て
い
る

が
、
他
に
も
い
く
つ
か
の
素
材
が
試
さ
れ
た
。
そ
の
一
っ
で
あ
る
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
、
軽
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
強
度
に
問
題

が
あ
る
上
、
継
手
の
ね
じ
自
体
が
弱
く
、
長
く
使
う
に
は
不
向
き
で

(30) 

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
な
お
、
継
手
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
稽
古
槍

の
補
修
と
同
様
に
、
時
間
の
経
過
に
と
も
な
う
継
手
の
緩
み
や
木
の

縮
み
に
よ
っ
て
柄
と
継
手
の
間
に
隙
間
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

真
鍮
シ
ー
ト
を
柄
に
巻
い
て
継
手
を
し
っ
か
り
と
固
定
す
る
よ
う
な

処
置
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
継
槍
の
使
用
は
、
奈
良
宝
蔵
院
流
槍
術
保
存
会
が
一
九
九
八

年
三
月
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
日
本
古
武
道
フ
ラ
ン
ス
演
武
大

会
へ
の
参
加
を
日
本
古
武
道
協
会
か
ら
依
頼
さ
れ
た
際
、
稽
古
槍
の

飛
行
機
へ
の
持
ち
込
み
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
稽
古
槍
を
分
割
し
て

運
び
、
現
地
で
組
み
立
て
よ
う
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
最
初

の
継
槍
の
製
作
に
は
、
著
者
の
前
田
が
、
活
動
歴
か
ら
そ
の
製
作
を

一
任
さ
れ
る
立
場
に
あ
り
、
仕
事
の
関
係
で
培
っ
て
き
た
金
属
加
工

の
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
寄
与
し
た
。
ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
、

あ
る
演
武
会
で
他
流
の
槍
術
が
組
み
立
て
式
の
槍
を
使
用
し
て
い
た

こ
と
に
着
想
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
流
の
も
の
は
継
手
が
大

き
く
、
重
さ
も
あ
る
よ
う
に
み
え
た
た
め
、
演
武
中
に
破
損
す
る
こ

と
の
な
い
程
度
の
強
度
を
維
持
し
つ
つ
、
継
手
を
可
能
な
限
り
小
さ

(31) 

く
す
る
こ
と
が
改
善
点
と
し
て
取
り
組
ま
れ
た
。
そ
の
後
も
一

0
年

近
く
を
か
け
て
継
槍
の
改
良
は
続
き
、
強
度
を
保
て
る
よ
う
に
金
属

部
分
を
少
し
ず
つ
薄
く
し
て
い
き
、
そ
の
損
耗
具
合
を
み
な
が
ら
厚

さ
を
調
整
し
て
現
在
の
形
状
に
た
ど
り
つ
い
た
。

継
槍
は
、
持
ち
運
び
に
便
利
で
あ
る
が
、
通
常
の
稽
古
槍
に
比
べ

る
と
強
度
面
で
は
弱
く
な
る
。
試
合
稽
古
の
よ
う
に
激
し
く
突
き
合

う
場
合
に
は
安
全
上
の
懸
念
も
あ
る
が
、
型
の
稽
古
や
演
武
で
正
し

く
使
用
す
る
限
り
で
は
問
題
は
な
い
。
し
か
し
、
正
し
く
使
わ
な
け

れ
ば
、
稽
古
中
に
継
手
箇
所
が
損
傷
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
継
手
の

お
ね
じ
と
め
ね
じ
に
は
、
最
後
ま
で
正
し
く
ね
じ
込
ん
だ
時
に
ピ
ン

を
通
し
て
固
定
で
き
る
よ
う
に
穴
が
開
い
て
お
り
、
そ
の
穴
に
ね
じ

が
緩
ま
な
い
よ
う
に
ス
プ
リ
ン
グ
ピ
ン
を
差
し
て
固
定
す
る
。
継
槍

を
ピ
ン
で
固
定
し
な
い
ま
ま
稽
古
や
演
武
に
使
用
す
る
と
、
途
中
で

緩
み
が
生
じ
て
稽
古
や
演
武
に
支
障
が
出
る
だ
け
で
は
な
く
、
継
手

内
部
に
緩
み
が
生
じ
た
状
態
で
槍
同
士
の
力
が
加
わ
っ
て
ね
じ
の
溝

に
負
荷
が
か
か
り
、
真
鍮
製
で
あ
っ
て
も
ね
じ
が
損
傷
す
る
こ
と
も

あ
る
。現
代
生
活
の
中
で
は
、
継
槍
は
、
遠
方
で
の
演
武
だ
け
で
は
な
く
、

日
々
の
稽
古
で
も
使
用
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
長
く
使
え
る
よ
う
に
、

正
し
く
使
用
す
る
と
い
う
基
本
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
徹
底
す
る
と
と
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武
道
・
武
術
の
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
稽
古
道

具
に
つ
い
て
は
、
現
役
性
と
い
う
観
点
か
ら
利
便
性
・
経
済
性
•
安

全
性
な
ど
を
考
慮
し
て
製
作
や
補
修
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
武
道
・
武
術
と
い
う
こ
と
で
安
全
性
が
大
事
で
あ
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
が
、
現
代
生
活
の
中
で
長
寸
の
道
具
を
扱
う
の
で
あ

れ
ば
、
保
管
や
持
ち
運
び
と
い
う
利
便
性
を
考
慮
し
た
道
具
の
開

発
や
使
用
も
必
要
に
な
り
、
ま
た
職
人
や
原
材
料
の
不
足
に
よ
る
道

具
の
調
達
が
厳
し
く
な
る
中
で
は
、
日
頃
か
ら
の
管
理
を
十
分
に
行

う
と
と
も
に
、
適
切
な
補
修
を
施
し
て
、
長
く
大
切
に
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
経
済
性
も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
代
生
活
の

中
で
、
道
具
と
し
て
適
し
た
形
と
は
何
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い

う
こ
と
に
向
き
合
い
、
武
道
・
武
術
で
用
い
る
武
具
・
防
具
と
し
て

の
役
割
と
現
代
生
活
の
中
で
の
道
具
と
し
て
の
存
在
と
い
う
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
る
こ
と
も
、
武
道
・
武
術
の
伝
承
活
動
を
安
定
的
に
維
持

し
、
長
期
的
に
存
続
さ
せ
て
い
く
上
で
は
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
で

(32) 

あ
ろ
う
。
ま
た
、
稽
古
道
具
の
管
理
や
補
修
に
つ
い
て
も
、
流
派
の

指
導
者
や
道
具
の
管
理
者
、
木
工
や
金
属
加
工
と
い
っ
た
ス
キ
ル
を

お
わ
り
に

も
に
、
日
頃
か
ら
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。

持
つ
者
だ
け
に
よ
る
属
人
的
な
形
で
行
う
の
で
は
な
く
、
伝
承
活
動

の
担
い
手
た
ち
が
広
く
関
与
で
き
る
よ
う
な
機
会
や
場
を
設
け
、
そ

れ
ら
の
知
識
の
共
有
を
図
り
、
で
き
る
範
囲
で
ス
キ
ル
の
伝
承
や
養

成
を
試
み
る
こ
と
も
、
長
期
的
な
視
点
で
考
え
る
と
必
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
い
え
る
。

[
付
記
]
本
稿
の
作
成
に
際
し
て
は
、
長
田
慎
男
氏
よ
り
貴
重
な
情

報
と
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

注
(
l
)
民
俗
芸
能
の
分
野
を
み
る
と
、
衣
装
面
を
中
心
と
し
て
、
東
京
国
立
文

化
財
研
究
所
芸
能
部
編
『
芸
能
用
具
の
保
存
・
修
復
・
新
調
・
活
用
』

（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
、
二

0
0
一
年
）
、
角
谷
彩
子
「
民

俗
芸
能
「
番
楽
」
翁
衣
装
の
材
料
と
技
法
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」
（
『
服

飾
学
研
究
』
第
一
巻
第
一
号
、
二

0
一
八
年
）
な
ど
の
よ
う
な
調
壺
報

告
や
研
究
が
あ
る
。

(
2
)
封
馬
陽
一
郎
「
古
流
剣
術
の
稽
古
に
お
け
る
諸
作
法
の
事
例
」
（
『
歴
史

民
俗
資
料
学
研
究
』
第
一
二
号
、
二

0
0
七
年
三
月
）
。
周
辺
的
な
も
の

へ
の
視
座
と
い
う
点
で
は
、
足
立
賢
―
―
氏
も
、
古
武
道
の
伝
承
を
考
察

す
る
中
で
、
モ
ノ
と
し
て
の
巻
物
に
つ
い
て
、
過
去
の
武
芸
流
派
と
現
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代
の
古
武
道
流
派
で
の
活
用
の
違
い
を
機
能
面
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い

る
（
足
立
賢
二
『
「
古
武
道
」
伝
承
の
歴
史
人
類
学
的
研
究
ー
モ
ノ
・
ナ

マ
エ
・
ワ
ザ
の
過
去
と
現
代
ー
』
（
言
叢
社
、
二

0
二
ニ
年
）
―
-
四
＼

―
二
六
頁
）
。

(
3
)
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
使
わ
れ
る
用
具
類
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
個

体
の
保
存
と
と
も
に
、
現
役
性
の
確
保
に
つ
な
が
る
要
素
も
加
味
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
大
島
暁
雄
「
民
俗
文
化
財
保
存
修
理
の
考

え
方
」
（
『
民
具
研
究
』
第
一
三
九
号
、
―

1
0
0
九
年
三
月
）
四
八
頁
）
。

(
4
)
長
尾
進
「
剣
道
の
発
達
過
程
に
関
す
る
研
究
ー
槍
術
と
の
関
係
再
考
ー
」

（
『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
」
第
六
一
二
号
、
二

0
0
八
年
一
二
月
）
。

(
5
)
石
川
哲
也
「
第
七
回
槍
の
世
界
鍵
槍
そ
の
一
・
突
身
鍵
槍
ー
本

心
鏡
智
流
を
中
心
に
ー
」
（
『
月
刊
秘
伝
』
第
四
一
六
号
、
二

0
ニ――

年
七
月
）
、
石
川
哲
也
「
第
八
回
槍
の
世
界
鍵
槍
そ
の
ニ
・
入
身

鍵
槍
ー
そ
の
他
の
鍵
槍
に
つ
い
て
ー
」
（
「
月
刊
秘
伝
」
第
四
一
八
号
、

二
0
1
―
二
年
九
月
）
。

(
6
)
島
田
貞
一
「
槍
の
柄
に
隔
す
る
考
察
」
（
『
軍
事
史
研
究
』
第
六
巻
第
二
号
、

一
九
四
一
年
四
月
）
。

(
7
)前
田
繁
則
・
小
寺
直
樹
•
平
野
恭
平
「
民
俗
文
化
・
古
武
道
と
し
て
の

槍
術
の
伝
承
・
復
元
の
あ
り
方
ー
大
阪
宝
蔵
院
流
槍
術
の
取
り
組
み
を

中
心
に
ー
」
（
『
近
畿
民
俗
」
第
一
八
七
号
、
―

-
0
-
―
一
年
三
月
）
―

1
0

ー――
1
0
頁。

(
8
)
山
里
忠
徳
は
、
高
田
吉
次
の
高
弟
で
あ
っ
た
森
平
政
綱
か
ら
竹
内
六
郎

左
衛
門
勝
重
ー
竹
内
六
兵
衛
勝
辰
ー
吉
田
太
左
衛
門
豊
近
ー
吉
田
弥
五

右
衛
門
豊
貞
ー
吉
田
弥
五
右
衛
門
豊
膳
ー
宅
間
善
右
衛
門
憲
孝
ー
杉
浦

藤
右
衛
門
勝
興
を
経
た
遠
藤
半
三
郎
良
淳
に
学
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

現
在
の
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
は
江
戸
に
伝
わ
っ
て
い
た
も
の
と
さ
れ

る
（
石
川
哲
也
「
現
伝
承
の
宝
蔵
院
流
高
田
派
の
術
技
と
伝
書
に
記
さ

れ
た
術
技
の
差
異
に
つ
い
て
の
研
究
」
（
「
関
西
武
道
学
研
究
』
第
ニ
―
―
―

巻
第
一
号
、
二

0
一
四
年
三
月
）
一
―
＼
一
五
頁
）
。

(
9
)
山
崎
卓
『
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
槍
合
せ
の
型
指
南
心
得
帳
』
（
私
家
版
、

―
1
0
―
二
年
）
三
〇
＼
三
二
頁
。

(10)
奈
良
宝
蔵
院
流
槍
術
保
存
会
「
宝
蔵
院
流
槍
術
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
（
奈
良

宝
蔵
院
流
槍
術
保
存
会
、
二

0
ニ
―
一
年
六
月
）
。

(11)
本
稿
は
対
象
を
稽
古
槍
に
絞
る
が
、
衣
装
に
つ
い
て
少
し
記
し
て
お
く
と
、

現
在
の
奈
良
と
大
阪
の
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
で
は
、
演
武
時
に
白
い

道
着
を
着
用
し
て
臨
む
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
著
者
の
一
人
で
あ
る
前

田
が
西
川
源
内
よ
り
聞
い
た
話
と
し
て
、
石
田
和
外
が
対
外
的
な
場
で

あ
る
演
武
で
は
清
潔
感
の
あ
る
白
い
道
着
を
着
用
し
て
お
り
、
そ
れ
を

奈
良
で
も
取
り
入
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
白
い
道
着
で
あ
れ
ば
、
少
し

の
汚
れ
で
も
目
立
っ
た
め
、
そ
の
手
入
れ
に
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
清
潔
感
が
保
て
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
宝
蔵
院
流
槍
術
の

歴
史
に
白
い
道
着
が
着
用
さ
れ
て
き
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
現
代
の
伝
承
活
動
の
中
で
担
い
手
た
ち
自
身
に
よ
っ
て
創
ら
れ
、

新
た
に
伝
承
の
一
部
と
し
て
定
着
し
た
も
の
で
あ
る
。



(54) 

1
0
七
頁
。

(12)
前
掲
長
尾
「
剣
道
の
発
達
過
程
に
関
す
る
研
究
」

(13)
同
右
、
一

0
七
頁
。

(14)
『
十
文
字
鎌
兵
法
家
元
諸
偲
秘
録
全
』
(
-
八
五
九
年
、
奈
良
県
立
図
書

情
報
館
所
蔵
、
請
求
記
号
五
七
ー
一
ー
ニ
六
）
。

(15)
長
田
慎
男
氏
私
信
（
二

0
二
ニ
年
五
月
一
一
六
日
受
信
）
。

(16)
山
本
正
恒
（
吉
田
常
吉
校
訂
）
『
幕
末
下
級
武
士
の
記
録
」
（
時
事
通
信
社
、

一
九
八
五
年
）
四
二
五
頁
。

(17)
剣
道
と
の
試
合
稽
古
を
行
っ
た
際
、
現
在
の
鎌
槍
で
横
手
を
水
平
に
し

て
下
段
に
構
え
る
と
、
竹
刀
を
持
っ
た
相
手
は
、
槍
の
長
さ
に
加
え

て
、
横
手
の
存
在
が
気
に
な
り
、
間
合
い
に
入
り
づ
ら
い
と
感
じ
る
者

も
い
る
よ
う
で
あ
る
。
長
い
横
手
の
存
在
が
、
相
手
に
警
戒
心
を
抱
か
せ
、

牽
制
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
鎌
槍
の
横
手
の
存
在
に

加
え
て
、
そ
の
長
さ
の
捉
え
方
や
感
覚
は
、
槍
同
士
の
試
合
稽
古
と
剣

道
と
の
試
合
稽
古
で
は
違
う
の
か
も
し
れ
な
い
。

(18)
前
掲
島
田
「
槍
の
柄
に
賜
す
る
考
察
」
―
二
頁
。

(19)
現
在
の
稽
古
槍
は
、
穂
先
に
タ
ン
ポ
で
は
な
く
、
剣
道
で
用
い
る
竹
刀

の
先
革
を
付
け
て
い
る
。
先
革
だ
け
を
付
け
た
状
態
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、

型
の
終
わ
り
に
鎌
槍
の
横
手
と
素
槍
の
柄
が
接
触
し
た
状
態
か
ら
互
い

に
引
い
て
離
れ
る
際
、
素
槍
の
先
革
と
柄
の
段
差
に
鎌
槍
の
横
手
が
引
っ

掛
か
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
テ
ー
ビ
ン
グ
用
の
テ
ー
プ
な
ど
で
巻
い
て

少
し
で
も
滑
ら
か
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

(20)
前
掲
島
田
「
槍
の
柄
に
賜
す
る
考
察
」
六
頁
。

(21)
前
掲
奈
良
宝
蔵
院
流
槍
術
保
存
会
「
宝
蔵
院
流
槍
術
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
。

(22)
宮
崎
県
都
城
は
、
槍
の
柄
に
も
用
い
ら
れ
る
樫
類
が
豊
富
で
あ
り
、
戦

前
は
鎌
や
鍬
の
柄
の
製
作
を
行
う
柄
木
産
業
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ

た
。
戦
後
、
農
機
具
の
機
械
化
と
と
も
に
柄
木
の
需
要
が
減
少
し
て
い
き
、

柄
木
屋
が
木
刀
生
産
に
移
行
し
、
国
内
生
産
の
大
部
分
を
担
う
最
大
の

産
地
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
（
封
馬
陽
一
郎
「
都
城
に
お
け
る
木
刀
生

産
業
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
民
俗
資
料
学
研
究
』
第
一
三
号
、

二
0
0
八
年
三
月
）
―
-
四
―
-
＼
二
四
三
頁
、
二
四
八
頁
）
。
推
測
の
域
を

出
な
い
が
、
稽
古
槍
の
製
作
に
際
し
て
は
、
長
柄
の
加
工
を
行
え
る
柄

木
屋
の
存
在
が
影
響
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
2
3
)前田
繁
則
・
小
寺
直
樹
•
平
野
恭
平
「
民
俗
文
化
・
古
武
道
の
伝
承
活

動
に
お
け
る
教
歌
の
検
討
ー
宝
蔵
院
流
槍
術
の
歌
伝
書
を
事
例
と
し
て

|
」
（
『
近
畿
民
俗
」
第
一
八
八
号
、
二

0
二
ニ
年
三
月
）
四
三
頁
。

(24)
大
島
流
槍
術
を
学
ん
だ
藤
原
左
右
一
の
旅
日
記
に
は
、
例
え
ば
、

一
八
四
八
年
一

0
月
―
二
日
に
「
所
持
の
素
槍
大
い
に
曲
り
候
に
つ
き
、

狼
町
武
右
衛
門
と
申
す
槍
師
へ
、
た
め
相
頼
み
」
（
藤
原
左
右
一
（
野
中

素
校
注
）
『
大
日
本
諸
州
遍
歴

H
記
ー
藤
原
左
右
一
の
全
国
武
者
修
行
道

中
記
ー
』
（
諫
早
郷
土
史
料
刊
行
会
、
一
九
九
五
年
）
四
一
頁
）
と
あ
る
。

「
た
め
」
と
は
歪
み
を
直
す
こ
と
で
あ
り
、
稽
古
槍
の
反
り
の
修
復
を
専

門
の
職
人
に
依
頼
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

(25)
本
稿
と
は
別
の
折
れ
た
稽
古
槍
の
補
修
方
法
と
し
て
、
長
田
慎
男
氏
は
、

「
破
損
し
た
稽
古
槍
の
補
修
方
法
」
（
二

0
-
―
―
一
年
二
月
一
七
日
）
と
い



(55) 

う
補
修
記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
同
記
録
に
よ
れ
ば
、
折
れ
た
箇
所
に

木
工
用
接
着
剤
を
塗
布
し
て
、
ク
ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
時
間
を
か
け
て
圧

着
し
、
紙
や
す
り
で
破
断
箇
所
を
磨
い
て
整
え
、
元
の
形
に
直
す
と
あ

る
。
一
度
折
れ
た
稽
古
槍
は
、
補
修
し
て
も
強
度
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、

銅
パ
イ
プ
を
切
断
し
て
作
製
し
た
数
個
の
リ
ン
グ
を
補
修
箇
所
の
付
近

に
等
間
隔
に
人
れ
て
補
強
し
て
い
る
。
ま
た
、
補
修
箇
所
に
は
、
亜
麻

仁
湘
を
塗
り
、
強
度
と
弾
力
性
を
高
め
て
い
る
。

(26)
宝
蔵
院
流
高
田
派
槍
術
の
型
の
中
に
は
素
槍
の
突
き
を
鎌
槍
で
打
ち
落

と
す
こ
と
が
あ
る
が
、
鎌
槍
で
打
っ
た
際
の
衝
撃
に
よ
っ
て
、
柄
と
横

手
の
接
合
部
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
、
そ
こ
で
打
た
な
い
よ
う
に
稽
古
で

は
指
導
さ
れ
る
。

(27)
穂
先
側
を
金
属
製
の
継
手
で
補
修
し
た
場
合
、
金
属
部
分
で
素
槍
を
打

つ
可
能
性
も
あ
り
、
素
槍
を
破
損
す
る
原
因
に
も
な
り
得
る
。

(28)
金
属
加
工
に
際
し
て
は
、
エ
作
機
械
を
利
用
で
き
る
環
境
に
あ
る
か
ど

う
か
も
重
要
で
あ
る
。
前
田
の
経
験
で
は
、
職
場
で
加
工
を
行
え
た
こ

と
に
加
え
て
、
東
大
阪
市
に
あ
る
東
大
阪
市
立
産
業
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

(
2
9
)
M
C
ナ
イ
ロ
ン
は
、
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
ド
バ
ン
ス
ド
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
の

商
標
登
録
名
で
あ
り
、
強
度
や
耐
摩
擦
摩
耗
性
が
優
れ
て
お
り
、
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

(30)
大
阪
宝
蔵
院
流
槍
術
で
は
、
復
元
し
た
太
刀
合
わ
せ
の
型
を
稽
古
・
演

武
す
る
際
、
直
接
打
ち
合
う
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

製
の
継
手
で
作
ら
れ
た
継
槍
を
用
い
る
こ
と
も
あ
る
。

(31)
同
様
の
も
の
と
し
て
、
四
本
継
ぎ
の
継
槍
が
、
舞
踊
用
や
演
劇
用
の
小

道
具
と
し
て
市
販
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
武
道
・
武
術
の
稽
古
で
の

使
用
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
継
ぎ
の
構
造
部
の
耐
久
度
は
高
く

な
い
よ
う
で
あ
る
。

(32)
民
俗
文
化
財
の
保
存
・
修
理
の
原
則
的
な
こ
と
と
し
て
、
本
来
の
材
質

を
可
能
な
限
り
残
す
、
形
態
的
な
変
化
を
生
じ
な
い
よ
う
に
部
分
的
な

補
修
を
心
掛
け
る
、
で
き
る
限
り
伝
統
的
な
技
法
と
素
材
を
用
い
る
と

い
う
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
（
前
掲
大
島
「
民
俗
文
化
財
保
存
修
理
の

考
え
方
」
四
五
頁
）
。
武
道
・
武
術
の
稽
古
道
具
を
考
え
る
場
合
に
も
、

民
俗
文
化
財
の
保
存
・
修
理
の
原
則
は
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。


